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お
・
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・

て
・
な
・
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の
心
で
迎
え
た
い
も
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で
す
。

＊今月号より、社長コラム「ころがる石」、その時々の出来事や想いなど書いて、

また皆様と繋がっていきたいと思います。お付き合いくだされば幸いです。

またまた新コーナー！今月より福田運送もこのニュースに仲間入りです！

今月は新人菅原さんの自己紹介です！来月から福田運送の記事も担当します！

資源素材2016の見学会に参加してきました。

始めに、太平洋セメント(株)大船渡工場のセメントプラントで、一際

目立っていたのが粉砕した原料を1450℃で加熱、冷却しクリンカ（セ

メントの中間製品）を生成させるロータリーキルンです。直径6ｍ、

長さは100ｍ以上で轟音を上げながらゆっくりと回転しています。

2011年の東日本大震災時には津波による被害が大きかったが、比較的

被害の少なかったキルンを利用し、わずか３ヶ月で災害廃棄物の焼却

運転、その４ヵ月後には復興のためのセメント生産を開始したという

話には驚きました。

その後、セメント原料となる石灰石を生産している龍振鉱業(株)の

太平地区鉱山も見学、年間３００万ｔも生産しているだけに重機のス

ケールや数は非常に多い。石灰石の運搬はダンプだけでなく、貨物輸

送だが、惜しくもタイミングが合わず列車を見ることが出来ませんで

した。震災後の大船渡市を初めて訪れたが、道路などはきれいに舗装

されているものの、防波堤の設置工事や仮設された店舗などは津波の

被害を感じられて、非常にいい経験となった一日だった。

豊州市場の移転問題がかまびす

しい。本来盛土の予定箇所にコン

クリートの空間ができていたとの

こと。ニュースを聞いていたら『砕いた石で

盛土・・・』というアナウンサーの言葉に反

応してしまった。なぜ砕石と言わないのだろ

う。ＪＩＳに定められた立派な工業製品なの

だが。ＮＨＫの基準は知る由も無いが、石、

砂利は物を連想できるが『さいせき』と口語

で言うと世間一般では思い浮かばないと考え

ているのではないだろうか。『骨材』などは

さらに知名度はない。うっかり『骨折』と読

んでしまいそうである。ホチキスは、ＪＩＳ

規格があり、正式名称は『ステープラー』で

あるが、ふだんステープラーと呼んでいる人

を見たことがない。『ガチャンコ』といって

も、あぁあれか！とわかってしまう。

こんな枝葉末節にこだわる必要のないことか

もしれないが、それでもやっぱり全国放送で

『砕いた石』と言われると、つい異議ありと

思ってしまうのである。

秋分を過ぎて日没がめっき

り早くなった。昼が短くなっ

てから雪が降るまでのこの時期が工事のピーク

である。出荷量が増えれば当然生産量が増え残

業ということになる。ということで数年前から

不良となっていた砕石プラントの照明器具の修

繕を実施した。これで夜も安全。工場も人も世

の中も明るいことが一番である。

「幸せはいつも自分の心が決める」フェ

イスブックの中で、あなたにぴったりの

格言として出てきた言葉であるが、ど真

ん中当たっていると感じました。私は福祉施設の運営もしていることも

あり、常日頃「人にとっての幸せとは？」ということについて考えるの

ですが、「お金」「時間」「地位」「もの」などなど、幸せを感じるた

めの要素は人それぞれであると思います。例えば「お金」、宝くじが当

たり数億のお金を手に入れた後、人生がおかしくなったような話は聞い

たことがありますが、「お金」が無い時はあればと思いますが、あった

らあったで単純に幸せになるとは限らないのです。人生の後半も見えつ

つある今、「幸せはいつも自分の心が決める」は本当にそうだなあと実

感できる言葉でした。

開

幕

太平洋セメント

～ 知名度

ナ
イ
シ
ョ
の
話

ユ
ウ
チ
ュ
ウ
ブ
『
み
ん
な
で
踊
ろ
う
！
わ
ん
こ
ダ
ン
ス
～
二
戸
市
バ

ー
ジ
ョ
ン
』
に
当
社
の
社
長
が
控
え
め
に
出
演
し
て
い
ま
す
。

ころがる石
中田勇司コラム

早目点灯

この度、福田運送に入社いたしました菅原 忍で

す。現在は、配車係及び事務業務を勉強中です。名

前だけ聞くと女性に間違われますが、二戸出身３３

歳、趣味はドライブといった普通の男子です。

砕石、トラック業界とはほぼ無縁で清水の舞台から飛び降りる気持

ちで、福田運送の門を叩いた次第です。現在、運送業界全体での課題

である、ドライバー不足及び重大事故からの更なる規制の強化等、取

り巻く環境は一段と厳しくなっておりますが、その中でも、今後は付

加価値を追求出来る「運送屋」が選ばれる時代に突入

したと、入社２ヶ月の間に感じました。その礎を築け

るよう、円滑な業務の遂行、またドライバーとの信頼

関係を構築しながら、お客様(ユーザー)の要望に沿っ

たサービスを提供出来るようになればと考えておりま

す。何卒、今後とも宜しくお願い致します！！

(有)福田運送

見聞録


